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このテンプレートファイルを使うためには、Microsoft Wordが必要です。日本語フォントはMS P明朝とMS Pゴシックを、英語フォントはTimes New Romanを使っています。本文のフォントサイズは11pt（改行幅15pt固定）です。それ以外のフォントサイズは以下の通りです。

· 日本語講演題目
15pt
(改行幅　17pt固定)
· 日本語氏名所属
10pt
(改行幅　11pt固定)
· 英語講演題目
12pt
(改行幅　13pt固定)
· 英語氏名・所属
9pt
(改行幅　10pt固定)

これらの項目は罫線のない表を用いて位置を決めています。各項目は表の枠の中に入力してください。置き換えをしていけばフォント・段落情報はそのまま引き継がれます。スタイルを定義してありますので、見た目が変わってしまった場合には対応するスタイルを適応してください。また、各項目とも２行までは対応していますので、その範囲に文字数を収めるようにしてください。

要旨本文は全角で40文字×40行程度のエリアを割り当てています。図や数式の貼付けなどはMicrosoft Wordの機能を使ってください。

このテンプレートは、MacOSX10.5上のMicrosoft Word 2008 for Mac (ver.12.1.2)を用いて、互換モード（Word 97-2004文書 .doc）のファイル形式で作成をしました。
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